
灯籠のあたたかな灯りと地面に映し出される色鮮やかな光の輪。
訪れる多くの人々を笑顔にし、まちに元気を届けました。
作品は「草木竹あかり」と「白沢ホタルの会」の製作です。

阿久比を元気にする灯籠まつり
とうろう

令和7年12月7日～14日 阿久比スポーツ村
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議長新春あいさつ

委員会・視察レポート

あの答弁はどうなった

一般質問

みんなのひとこと

（関連記事16ページ）

議会だより

No.208
令和８年
２月1日発行

自治体と地域住民をつなぐアプリ「マチイロ」に『あぐい議会だより』を掲載しています。

タイトル文字：社会福祉法人相和福祉会 パスピ・98提供



　
新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

皆
さ
ま
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
令
和
８
年
の
輝
か

し
い
新
春
を
健
や
か
に
お
迎
え
の
こ
と
と
、
謹
ん
で

お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

日
頃
よ
り
町
議
会
の
活
動
に
対
し
、
ご
理
解
と
温

か
い
ご
支
援
を
賜
り
、
心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
は
、
全
国
各
地
で
地
震
や
豪
雨
な
ど
の
自
然

災
害
が
相
次
ぎ
、
防
災
・
減
災
の
重
要
性
を
改
め
て

痛
感
す
る
１
年
と
な
り
ま
し
た
。
本
町
に
お
き
ま
し

て
も
、
地
域
防
災
計
画
の
見
直
し
や
避
難
所
の
整
備
、

情
報
伝
達
手
段
の
多
様
化
な
ど
、
災
害
に
強
い
ま
ち

づ
く
り
に
向
け
た
取
組
み
が
進
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

議
会
と
い
た
し
ま
し
て
も
、
町
民
の
皆
さ
ま
の
生
命

と
暮
ら
し
を
守
る
た
め
、
今
後
も
防
災
体
制
の
強
化

や
、
誰
も
が
必
要
な
情
報
を
確
実
に
受
け
取
る
こ
と

が
で
き
る
仕
組
み
づ
く
り
に
向
け
て
、
行
政
の
取
組

み
を
注
視
し
な
が
ら
、
必
要
な
議
論
と
提
言
を
し
、

町
民
の
皆
さ
ま
の
安
全
と
安
心
に
つ
な
が
る
施
策
が

着
実
に
進
む
よ
う
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

さ
て
、
本
年
は
「
午
年
」
で
す
。
力
強
く
駆
け
抜

け
る
午
の
姿
は
「
前
進
」
や
「
飛
躍
」
の
象
徴
と
さ

れ
て
い
ま
す
。
こ
の
象
意
を
胸
に
刻
み
、
未
来
を
見

据
え
た
政
策
議
論
を
一
層
深
化
さ
せ
、
丁
寧
で
透
明

性
の
高
い
、
開
か
れ
た
議
会
運
営
を
進
め
て
ま
い
り

ま
す
。

　

そ
の
中
で
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
、
議
会
情
報
を

「
見
え
る
化
」
す
る
こ
と
は
、
議
会
改
革
を
進
め
る
う

え
で
欠
か
せ
な
い
柱
で
す
。
積
極
的
な
デ
ジ
タ
ル
技

術
の
導
入
に
よ
り
、
迅
速
で
柔
軟
な
意
思
決
定
が
可

能
と
な
り
ま
す
。
現
在
、
議
会
で
は
ペ
ー
パ
ー
レ
ス

化
の
推
進
や
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
を
活
用
し
た
審
議

の
効
率
化
、
オ
ン
ラ
イ
ン
会
議
の
環
境
整
備
な
ど
、

議
会
の
業
務
改
善
に
取
組
ん
で
お
り
ま
す
。
今
後
は
、

従
来
の
広
報
手
段
に
加
え
、
動
画
配
信
な
ど
を
行
う

こ
と
で
、
皆
さ
ま
と
の
距
離
を
縮
め
、
共
に
歩
む
議

会
を
目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

結
び
に
町
民
の
皆
さ
ま
が
「
住
ん
で
よ
か
っ
た
」

と
実
感
で
き
る
ま
ち
づ
く
り
に
向
け
、
議
員
一
同
、

力
を
合
わ
せ
て
取
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

令
和
８
年
が
、
皆
さ
ま
に
と
っ
て
希
望
と
飛
躍
に

満
ち
た
１
年
と
な
り
ま
す
よ
う
、
心
よ
り
お
祈
り
申

し
上
げ
新
年
の
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

胆
大
心
小

阿
久
比
町
議
会
議
長

　
竹
　
内
　
卓
　
美

議
長
新
春
あ
い
さ
つ
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各議員はこう判断！各議員はこう判断！ 議案の審議結果

令和７年 第４回定例会 会期：12月3日～17日
●議案／条例等５件、補正予算６件、諮問１件

結果
竹
内
　
卓
美

大
村
　
文
俊

伊
東
　
輝
彦

山
本
　
良
輔

鈴
村
　
算
久

小
柳
み
ゆ
き

新
美
三
喜
雄

都
築
　
清
子

廣
瀬
　
　
実

山
本
　
恭
久

瀧
塚
　
政
明

新
美
加
寿
奈

竹
内
　
啓
視

中
村
　
　
仁

件　　　　　名

条
例
等

補
正
予
算

陳
　
　
　
　
情

諮
　
問

阿久比町使用料条例の一部改正について
●行政財産の使用料を追加するため

人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについて
●人権擁護委員新海伸誓氏は令和8年3月31日をもって
　任期満了のため

阿久比町道路線の認定及び廃止について
●道路線を認定及び廃止するため

令和７年度阿久比町一般会計補正予算（第４号）
令和７年度阿久比町国民健康保険特別会計補正予算（第２号）
令和７年度阿久比町後期高齢者医療特別会計補正予算（第２号）
令和７年度阿久比町水道事業会計補正予算（第２号）
令和７年度阿久比町下水道事業会計補正予算（第２号）
令和７年度阿久比町一般会計補正予算（第５号）

「地元自治体との連携による商工会支援体制の強化と地域商工業振興に対する施策の拡充」
介護・福祉・医療など社会保障の施策拡充についての陳情書
医療現場の危機打開に向けた財政支援を求める意見書の提出に関する陳情
介護・障害福祉分野における処遇改善と公的支援の強化を求める意見書の提出に関する陳情               
保育士・学童保育支援員の処遇改善に関する陳情
「再審法（刑事訴訟法の再審規定）」の改正を求める意見書の提出を求める陳情書
臓器移植に関わる不正な臓器取引や移植目的の渡航等を防止し、国民が知らずに犯罪に巻き
込まれることを防ぐための環境整備等を求める意見書提出の陳情
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○

○

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

可決

可決

可決

可決

可決

可決
可決
可決
可決
可決
可決

適任

▲令和７年の
全ての議案はこちら

○：賛成　╳：反対　 ：̶議長（議長は採決には加わりません）

●提案理由

しん かい のぶ ちか

適任 人権擁護委員の推薦 新 海　伸 誓  氏（矢口）　　　

阿久比町立認定こども園の設置及び管理に関する
条例の制定について

阿久比町乳児等通園支援事業の設備及び運営に関
する基準を定める条例の制定について

工事請負契約の締結について
（阿久比中学校武徳館等空調設備設置工事）
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産
業
系
ゾ
ー
ン
の
選

定
作
業
が
遅
れ
た
理
由
は
。

　
　
愛
知
県
都
市
計
画
課

な
ど
の
関
係
機
関
、
農
業

関
係
者
と
の
協
議
・
取
り

ま
と
め
を
行
い
、
産
業
系

ゾ
ー
ン
と
し
て
ふ
さ
わ
し

い
場
所
を
位
置
づ
け
る
必

要
が
あ
り
、
慎
重
に
時
間

を
か
け
た
た
め
。

　
　
産
業
系
ゾ
ー
ン
の
候

補
地
は
。

　
　
策
定
委
員
会
で
内
容

を
検
討
し
て
い
く
の
で
、

ま
だ
決
定
で
は
な
い
が
、

草
木
地
区
と
卯
坂
地
区
の

２
ヶ
所
を
考
え
て
い
る
。

　
　
部
分
改
訂
が
実
際
に

行
わ
れ
る
時
期
は
。

　
　
こ
れ
か
ら
策
定
委
員

会
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン

ト
の
実
施
、
印
刷
製
本
、

来
年
度
に
都
市
計
画
審
議

会
等
の
ス
テ
ッ
プ
を
踏
み
、

最
終
的
に
は
来
年
の
夏
頃

と
考
え
て
い
る
。

　
　
土
壌
汚
染
防
止
条
例

違
反
の
具
体
的
な
内
容
は
。

　
　
場
所
は
、
福
住
交
差

点
近
く
の
埋
め
立
て
地
。

土
壌
汚
染
防
止
条
例
の
手

続
き
が
踏
ま
れ
て
い
な
い

た
め
、
撤
去
の
命
令
が
必

要
で
、
そ
の
た
め
の
告
発

に
必
要
な
告
発
状
の
修
正

を
す
る
。

答 問答 問

答 問答 問 環
境
衛
生
費

弁
護
士
委
託
料
の
増
額

都
市
計
画

マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
部
分

改
訂
の
繰
越
し

こ
ん
な
こ
と
を
聞
き
ま
し
た

マスタープラン部分改訂の流れ

説明会 策定委員会 パブリック
コメント

都市計画
審議会

阿久比町都市計画
マスタープラン
部分改訂

視察レポート 町道4287号線と4293号線の確認

阿久比PA（下り）

至  名古屋至  名古屋

至  半田至  半田

店舗棟トイレ棟
阿久比PA（上り）

PA駐車場126台

知多半島道路知多半島道路

愛知県道路公社提供資料を町で加工

4287号線（認定）

4287号線
（廃止）

目　的 阿久比パーキング（PA）上りの事業に伴う町道の認定と廃止のため現地調査
既に開設している阿久比PA下りの西側

認定された町道からPA内の施設の利用もできるため、町の活性化が期待できる

場　所
視察を終えて

（
副
委
員
長  

廣
瀬　
　
実
）

4293号線（廃止）

4293号線（認定）

外部駐車場10台

一般車出入口

総
務
建
設
委
員
会
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令
和
８
年
４
月
か
ら

　
　
　
　
　
新
制
度
が
始
ま
る城山保育園

見
え
る
キ
ッ
チ
ン

ボルダリングの壁：室内でも体力向上

食に興味を持ち食欲も増す

令和8年4月より宮津保育園が保育所型認定こども園となるため、参考となる園を
視察。（当園は、本町初の幼保連携型認定こども園）

保護者の就労に関わらず利用でき
る。（仕事を始めた場合、辞めた
場合でも認定を変更して、継続利
用が可能）

幼稚園枠、保育園枠の園児が、同
じクラスで遊んだり学んだりする
ところを見学し、保護者の就労状
況に影響されないことは、大きな
メリットであると感じた。今後、
宮津こども園が、いしざかやまこ
どもえんや、他市町の認定こども
園も参考にしつつ、様々に工夫を
して、魅力ある園となることを期
待したい。

　
こ
れ
ま
で
本
町
の
冷
暖

房
設
備
の
使
用
料
は
、
施

設
使
用
料
の
20
％
と
な
っ

て
い
た
が
、
今
回
新
し
く

設
定
さ
れ
た
使
用
料
は
、

そ
れ
を
大
き
く
上
回
っ
て

い
る
。

　
　
使
用
料
の
決
定
の
根

拠
は
。

　
　
近
隣
市
町
の
学
校
体

育
施
設
の
使
用
料
を
比
較

し
、
小
中
学
校
の
夏
季
電

気
料
金
か
ら
平
均
を
算
出

し
、
機
器
の
消
費
電
力
か

ら
、
空
調
の
１
時
間
当
た

り
の
電
気
料
金
を
算
出
し

た
。
　
ま
た
、
算
出
し
た
電
気

料
金
に
機
器
の
保
守
料
相

当
額
を
加
算
し
た
。

　
　
宮
津
こ
ど
も
園
の
、

幼
稚
園
枠
の
入
園
申
込
状

況
は
。

　
　
12
月
現
在
受
付
数
は
、

３
歳
児
15
名
。
４
歳
児
２

名
。
５
歳
児
４
名
で
、
合

計
21
名
が
入
園
す
る
予
定

で
あ
る
。

　
　
こ
の
制
度
を
利
用
さ

れ
る
予
想
人
数
は
。

　
　
午
前
、
午
後
３
人
ず

つ
の
定
員
で
あ
る
が
、
週

に
６
人
程
度
で
、
一
日
に

１
人
か
ら
２
人
の
利
用
を

予
定
。

※
１　
既
存
の
保
育
所
に
、

幼
稚
園
的
機
能（
教
育
課
程
）

を
追
加
し
た
施
設
。

※
２　
保
護
者
の
就
労
状
況

や
理
由
に
関
わ
ら
ず
、
０
歳

６
か
月
（
本
町
で
は
０
歳
10

か
月
）〜
満
３
歳
未
満
の
未

就
園
児
を
月
一
定
時
間
保
育

所
等
に
預
け
ら
れ
る
制
度
。

答

宮
津
保
育
園
は「
保
育

所
型
認
定
こ
ど
も
園
」

に
移
行

※1

城
山
保
育
園
で「
こ
ど

も
誰
で
も
通
園
制
度
」

が
始
ま
る

※2

こ
ん
な
こ
と
を
聞
き
ま
し
た

（
副
委
員
長  

竹
内  

啓
視
）

答 問答 問

ア
ザ
レ
ア
ホ
ー
ル
、

武
徳
館
等
の
冷
暖
房

設
備
が
利
用
可
能
と

な
る（
有
料
）

問

視察を終えて

視察レポート いしざかやまこどもえん（認定こども園）

目　的

特　徴

文
教
厚
生
委
員
会
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議
会
運
営
委
員
会

令
和
７
年
10
月
８
日
〜
９
日

会
津
若
松
市

阿
久
比
町
議
会
の
課
題

・
町
民
の
議
会
へ
の
関
心
の
向
上

・
議
員
の
政
策
立
案
能
力
の
向
上

議
会
力
を
ど
う
高
め
る
の
か

市
議
会
が
大
切
に
し
て
き
た
こ
と

・
議
会
だ
け
で
完
結
し
な
い
。
市
民

の
意
見
を
後
ろ
盾
に
活
動
す
る
。

・
議
員
の
能
力
向
上
の
た
め
に
、
研

修
だ
け
で
な
く
「
政
策
サ
イ
ク
ル

（
予
算
審
査
↓
執
行
↓
決
算
審
査
）」

を
４
年
間
の
任
期
で
繰
り
返
し
学
ぶ

仕
組
み
を
整
え
て
き
た
。

　

こ
う
し
た
積
み
重
ね
に
よ
り
、
議

会
全
体
の
レ
ベ
ル
が
上
が
り
、
ま
ち

づ
く
り
に
し
っ
か
り
取
組
め
る
議
会

が
育
っ
て
き
た
。

視
察
を
終
え
て

　
長
い
時
間
を
か
け
て
議
員
一
人
ひ
と

り
の
力
量
を
高
め
て
き
た
結
果
、
今
の

市
議
会
が
あ
る
こ
と
を
実
感
し
た
。

　

本
町
で
も
「
住
ん
で
よ
か
っ
た
」「
こ

れ
か
ら
も
住
み
続
け
た
い
」
と
思
え

る
町
の
未
来
像
を
、
議
会
と
し
て
描

き
、
実
現
に
向
け
取
組
む
必
要
が
あ

る
と
強
く
感
じ
た
。

（
委
員
長　
大
村　
文
俊
）

政
策
サ
イ
ク
ル
を
活
か
し
た

議
会
力
向
上
の
取
組
み

視察を受け入れました！

●10月17日 「災害復旧対策事業等について」
しん ぐう まち

福岡県新宮町議会の皆様

会津若松市にて

先進地を学んできまし
た！

行 政 視 察
● 議会運営委員会
● 総務建設委員会

● 文教厚生委員会

○福島県会津若松市
○愛知県新城市
　・「しんしろ軽トラ市・のんほいルロット」実行委員会
　・新城市商工会
○静岡県富士宮市
　・富士宮やきそば学会
○福岡県筑前町（ちくぜんまち）
○福岡県篠栗町（ささぐりまち）
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軽トラを使った市場

総
務
建
設
委
員
会

令
和
７
年
11
月
10
日
〜
11
日

新
城
市

軽
ト
ラ
市

　

商
店
街
の
衰
退
対
策
で
、
地
元
有

志
が
主
体
と
な
っ
て
、
月
一
回
の
軽

ト
ラ
市
を
立
上
げ
、
既
に
１
６
８
回

開
催
し
て
い
る
。
行
政
の
人
的
支
援

は
あ
る
が
、
補
助
金
は
な
い
。

　

当
初
は
否
定
的
で
あ
っ
た
地
元
商

店
も
、
集
客
を
目
の
当
た
り
に
し
、

現
在
は
共
存
し
て
い
る
。
地
域
活
力

低
下
に
、
こ
の
軽
ト
ラ
市
が
歯
止
め

を
か
け
て
い
る
。

富
士
宮
市

特
産
品
で
ま
ち
お
こ
し

　
初
代
Ｂ
ー
１
グ
ラ
ン
プ
リ
で
有
名
な

「
富
士
宮
や
き
そ
ば
」
を
目
当
て
に
、

県
外
か
ら
の
観
光
客
が
増
加
。
行
政

の
支
援
は
な
く
、
民
間
主
導
で
活
動

し
て
い
る
。

視
察
を
終
え
て

　

地
域
の
食
材
を
活
か
し
た
ま
ち
づ

く
り
が
地
域
外
か
ら
の
集
客
に
大
き

く
貢
献
し
て
い
る
。

　

ど
ち
ら
も
、
強
力
な
リ
ー
ダ
ー

シ
ッ
プ
を
も
ち
、
地
域
全
体
を
ひ
っ

ぱ
る
人
材
が
必
要
と
感
じ
た
。

（
副
委
員
長　
廣
瀬　
　
実
）

賑
わ
う
ま
ち
づ
く
り
の
手
法

を
探
る

文
教
厚
生
委
員
会

令
和
７
年
10
月
29
日
〜
30
日

筑
前
町（
子
育
て
支
援
）

筑
前
町
の
特
徴
的
な
取
組
み

　

筑
前
町
で
は
「
子
ど
も
の
権
利
条

例
」
を
制
定
し
、
全
て
の
こ
ど
も
が

持
つ
権
利
保
障
を
し
て
い
る
。
こ
れ

に
よ
り
、
子
ど
も
自
身
が
自
分
に
も

権
利
が
あ
る
と
い
う
認
識
が
根
付
い

て
い
る
。

篠
栗
町（
高
齢
者
支
援
）

篠
栗
町
の
特
徴
的
な
取
組
み

　

介
護
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
制
度
に
特
徴

が
あ
り
、
高
齢
者
が
介
護
保
険
施
設

等
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
行
っ
た
場
合

「
ポ
イ
ン
ト
」
が
与
え
ら
れ
、
換
金
も

で
き
る
。

　

本
人
の
健
康
増
進
や
介
護
予
防
に

も
つ
な
が
る
こ
と
や
社
会
参
加
・
地

域
貢
献
を
通
じ
た
生
き
が
い
づ
く
り

を
促
進
し
て
い
る
。

視
察
を
終
え
て

　

両
町
の
取
組
み
の
内
容
は
、
大
変

参
考
に
な
っ
た
。
今
後
、
本
町
の
子

育
て
支
援
、
高
齢
者
支
援
施
策
を
さ

ら
に
充
実
し
た
も
の
と
す
る
た
め
、

調
査
研
究
を
重
ね
、
今
あ
る
事
業
の

更
な
る
向
上
を
め
ざ
し
た
い
。

（
副
委
員
長　
竹
内　
啓
視
）

子
育
て
・
高
齢
者
支
援
の

向
上
を
め
ざ
し
て
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ぐーさん

ぐーさん

ぐーさん

あーさん

あーさん

あーさん

あーさん

あーさん

ぐーさん

ぐーさん

あーさん

あーさん

あーさん
ぐーさんの 知っとく情報

ぐーさん

ぐーさん

あーさん

うん、12月の議会で条例が可決されて、
阿久比町でも令和8年度から始まるのよ。

幼稚園は満3歳にならないと入園できないでしょう。
この制度は0、1、2歳の子どもを対象にしているの。

城山保育園で、4月からスタートする予定よ。

簡単にいうと、保護者が働いていなくても子どもを預けられる制度なの。

12月議会では、専任の保育士さんを募集して配置する予定だって説明
があったわ。安心して預けられることで、子育てを「家庭だけで抱え込
まない」仕組みが作れたらいいよね。

そう、子どもが集団の中で過ごす機会をつくるために、
国が進めている新しい制度なのよ。

いろいろあったけど、やっぱり一番の心配は、保育士さん
をきちんと確保できるかどうか、という点だったわね。

最近ニュースで聞く「こども誰でも通園制度」って知ってる？

へえ～。それって保育園とは何が違うの？

うんうん、年少さんになる前の子たちだもんね。

幼稚園みたいな感じ？

議会では、この制度についてどんな話が出たのかな。

子どもにも親にも優しい制度になるよう、注目していきたいね。

えっ、仕事をしていなくてもいいの？

それは、保護者にとっても、子育ての悩みを相談できたり、少しホッとで
きる時間につながりそうね。阿久比町では、どこの保育園で行われるの？

～子どもも親も一息つける新制度～～子どもも親も一息つける新制度～
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追跡
レポート どうなった！どうなった！あの答弁はあの答弁は

令和６年３月 定例会
障害児保育の拡充

令和７年４月～01

令和６年９月 定例会
「聞こえづらさ」の
　　　　予防と窓口支援を

令和６年10月～
「軟骨伝導イヤホン」を窓口に設置

１日単独療育を実施

ど
う
な
っ
た

ど
う
な
っ
た

「軟骨伝導イヤホン」の有用性や
必要性について、調査研究し住民
サービスの向上に努める。

02

聞こえづらさを軽減できる「軟骨
伝導イヤホン」設置の考えは。

施設や人材、収支の面から簡単で
はない。一日単独で預かる日を
設けるなど現在の体制でできる
ことを進めていく。

「てくてく」に通う子ども達と保
護者が「１日離れて過ごす単独ク
ラス」を作る考えは。

令和６年10月から軟骨伝導イヤホン
１台を本庁舎１階の窓口に設置した。

水・木・金の午前中のみ単独療育 火～金の３時までの単独療育に拡充

イヤホンが使える告知板

導入した機器

令和７年４月から、子どもだけを預かる
単独療育を実施している。
「てくてく」では、引き続き親子療育を
大切にしながら、単独療育も行っていく。

軟骨伝導の仕組み
空気の振動で音を聞く 軟骨の振動で音を聞く

三半規管

外耳道

鼓膜

聴神経

蝸牛
（うずまき管）

脳へ 脳へ

軟骨伝導
振動子

効 果
●聞こえにくさを解消
　→なめらかな意見交換
●窓口で大事な事を聞き逃さない
　→問い合わせ回数の減少

児童発達支援事業所
てくてく
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一般質問は、町政全般にわたって、執行機関（町側）に疑問点をただすものです。
事前に議長に通告した内容を、受付順に本会議場で質問します。
質疑の概要については質問者が要約し、編集委員が校正しています。

今回の傍聴人数 延べ 42人
（12月定例会）

各議員が質問した記事に関連するSDGsの
目標アイコンを掲載しています。

答弁者
…総務部長 …民生部長 …建設経済部長 …教育部長
…町長 …副町長 …教育長

各議員の
通告書はこちら
各議員の

通告書はこちら

ページ 議 員 名 質 問 項 目

11

12

13

14

つ づ き
都築　

きよ こ
清子

１．学力低下とＧＩＧＡスクール構想の検証

１．本町の地域振興・地方創生政策は
２．農業委員会の役割は

１．５歳児健診を生かす切れ目ない支援

１．子育てに寄り添う環境づくり
２．「予防医療」の支援体制と推進

にい み み き お
新美三喜雄
にい み か ず な
新美加寿奈

たけうち
竹内　

ひろ し
啓視

傍聴席へどうぞ
次の定例会は 3月4日㈬開会
午前10：00～開催予定です。日程は変更になる場
合があります。詳しくは阿久比町ホームページの議
会事務局お知らせをご覧ください。一般質問は毎回
翌日以降にCACで放送されています。

●電話 : 0569-48-1111（代表）
●FAX : 0569-48-1711
●E-mail : gikai＠town.agui.lg.jp

議会へのご意見・期待・要望や地区の出来事・
自慢等お寄せください。応募は、議会事務局まで。

皆様からのご意見や議会だより
原稿を募集しています！

皆様からのご意見や議会だより
原稿を募集しています！

ここが
聞きたい 町政を問う

一般質問
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町
公
共
施
設
で
は
育
児
を

サ
ポ
ー
ト
す
る
環
境
が
母
親

を
前
提
に
設
計
さ
れ
て
お

り
、
父
親
が
育
児
に
関
わ
る

際
に
不
便
を
感
じ
る
と
い
う

声
が
あ
る
。
男
女
の
区
別
な

く
利
用
が
で
き
る
よ
う
に
な

る
施
設
整
備
に
つ
い
て
。

　
男
性
個
室
ト
イ
レ
の
ベ

ビ
ー
チ
ェ
ア
設
置
の
考
え
。

　
　
　
　
重
要
性
は
、
認

識
し
て
い
る
。
設
置
で
き
る

場
所
の
確
保
な
ど
課
題
も
あ

る
た
め
、
今
後
検
討
し
て
い

き
た
い
。

　
男
性
ト
イ
レ
に
も
お
む

つ
交
換
台
の
設
置
が
必
要
。

　
　
　
　
設
置
す
る
た
め

の
拡
張
ス
ペ
ー
ス
の
確
保
が

必
要
。
各
施
設
の
多
目
的
ト

イ
レ
に
整
備
し
て
あ
る
も
の

を
、
有
効
に
利
用
し
て
い
た

だ
き
た
い
。

　
母
乳
に
よ
る
胸
の
張
り

を
我
慢
す
る
こ
と
な
く
町
公

共
施
設
で
安
心
し
て
「
授
乳

と
搾
乳
」
が
で
き
る
施
設
整

備
の
見
解
。

　
　
　
　
子
育
て
支
援
施

策
の
推
進
と
し
て
も
、
考
え

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
他
の

自
治
体
の
事
例
な
ど
を
参
考

に
、
子
育
て
に
寄
り
添
う
環

境
づ
く
り
に
努
め
て
い
く
。

答
町
長

答
町
長

答
町
長

予
防
医
療
は
病
気
の
発
症

を
予
防
す
る
ほ
か
、
健
康
診

査
・
が
ん
検
診
に
よ
り
病
気

の
早
期
発
見
・
治
療
を
促
し

重
症
化
を
防
ぐ
。「
生
活
の

質
」
向
上
に
つ
な
が
り
、
積

極
的
に
推
進
す
る
意
義
は
大

き
い
。

　

Ｈ
Ｐ
Ｖ（
注
）検
査
は
、

子
宮
頸
が
ん
検
診
で
採
取
し

た
検
体
を
使
っ
て
調
べ
る
こ

と
が
で
き
る
。
子
宮
頸
が
ん

検
査
に
、
こ
の
検
査
の
項
目

を
加
え
る
考
え
は
。

　
　
　
　
現
在
の
体
制
で

は
運
用
管
理
が
難
し
く
、
課

題
が
あ
る
た
め
考
え
て
い
な

い
。

　
Ｈ
Ｐ
Ｖ
ウ
イ
ル
ス
に
よ

る
男
性
へ
の
感
染
症
リ
ス
ク

の
認
識
と
、
男
性
へ
の
ワ
ク

チ
ン
接
種
公
費
助
成
の
見

解
。
　
　
　
　
男
性
特
有
の
陰

茎
が
ん
や
尖
圭
コ
ン
ジ
ロ
ー

マ
な
ど
多
く
の
病
気
の
発
生

に
も
関
わ
っ
て
お
り
、
女
性

だ
け
で
な
く
男
性
に
も
感
染

す
る
ウ
イ
ル
ス
だ
と
認
識
し

て
い
る
。

公
費
助
成
に
つ
い
て
は
近

隣
市
町
の
動
向
を
見
な
が
ら

検
討
し
て
い
く
。

　
Ｒ
Ｓ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

（
注
）に
よ
る
重
症
化
リ
ス
ク

の
認
識
と
町
民
へ
の
周
知
、

啓
発
は
。

　
　
　
　
生
後
６
か
月
以

内
の
お
子
さ
ん
や
基
礎
疾
患

の
あ
る
高
齢
者
、
免
疫
不
全

者
が
感
染
し
た
場
合
は
、
重

症
化
す
る
こ
と
が
あ
る
と
認

識
し
て
い
る
。
Ｒ
Ｓ
ウ
イ
ル

ス
だ
け
で
な
く
、
感
染
症
の

流
行
の
情
報
を
得
た
際
に

は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
母
子

モ
な
ど
を
使
っ
て
周
知
し
て

い
く
。

　
胃
が
ん
の
主
な
原
因
で

あ
る
「
ピ
ロ
リ
菌
」
の
検
査

を
胃
が
ん
検
診
に
加
え
る
考

え
。
　
　
　
　
現
在
の
と
こ
ろ

実
施
す
る
予
定
は
な
い
。

　
育
児
世
代
の
主
に
20
歳

〜
40
歳
代
の
が
ん
検
診
の
受

診
率
。
　

子
宮
頸
が
ん 
17
・
１
％

乳
が
ん 

15
・
４
％

大
腸
が
ん 

10
・
９
％

胃
が
ん 

３
・
３
％

肺
が
ん 

18
・
７
％

　
育
児
中
の
保
護
者
の
が

ん
検
診
時
、
子
ど
も
同
伴
の

受
診
ス
ペ
ー
ス
確
保
や
、
保

護
者
優
先
の
予
約
枠
を
設
け

る
な
ど
の
考
え
。

　
　
　
　
保
健
セ
ン
タ
ー

に
新
た
な
ス
ペ
ー
ス
を
設
け

る
こ
と
は
難
し
い
。
現
在

は
、
保
健
こ
ど
も
課
の
職
員

が
一
時
的
に
お
子
さ
ん
を
預

か
る
な
ど
、
臨
機
応
変
に
対

応
し
て
い
る
。

子育てに寄り添う環境づくりを
他の自治体を参考にしていく

問問

問

ジェンダー平等を達成し、全ての女性及び女児の能
力強化を行う

ジェンダー平等を実現しよう
包摂的で安全かつ強靭で持続可能な都市及び人間
居住を実現する

住み続けられるまちづくりを

都築　清子 議員
（公明党）

つ づ き きよ こ

予
防
医
療
の
支
援
と
推
進

近
隣
市
町
の
動
向
を
見
て
検
討

あらゆる年齢のすべての人々のけんこうてきな生活
を確保し、福祉を促進する

すべての人に健康と福祉を

問

答
町
長

答
町
長

答
町
長

問答
町
長

問答
町
長

問

問答
町
長

問

＊HPV　ヒトパピローマウイルス
主に性器官の皮膚接触により感
染する。
がん等を発症させるリスクが高い
とされている。

＊RSウイルス感染症
呼吸器感染症。風邪のような症
状だが抗ウイルス薬がなく、症状
をやわらげる対処療法しかない。

＊HPV　ヒトパピローマウイルス
主に性器官の皮膚接触により感
染する。
がん等を発症させるリスクが高い
とされている。

＊RSウイルス感染症
呼吸器感染症。風邪のような症
状だが抗ウイルス薬がなく、症状
をやわらげる対処療法しかない。

スポーツ村
交流センター内
男子トイレ入口

おむつ交換台
設置スペースあるのでは？
おむつ交換台
設置スペースあるのでは？

乳
幼
児
を
抱
え
る
家
族
が
安
心
し

て
利
用
で
き
る
場
所
の
提
供
マ
ー
ク

（
出
典
：
東
浦
町
Ｈ
Ｐ
よ
り
）
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援
、
校
内
研
修
会
の
実
施
な

ど
の
支
援
を
し
て
い
る
。

　
学
力
向
上
に
つ
な
げ
る

具
体
的
戦
略
や
効
果
検
証
は
。

　
　
学
力
向
上
の
た
め
だ

け
で
は
な
く
、
こ
れ
か
ら
の

社
会
に
対
応
し
て
い
く
た
め

の
ツ
ー
ル
と
し
て
認
識
し
て

お
り
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た

新
た
な
教
育
環
境
に
つ
い
て

研
修
会
を
開
催
し
た
。
効
果

の
検
証
は
、
実
施
し
て
い
な

い
が
、
教
員
の
ス
キ
ル
の
差

に
よ
っ
て
子
ど
も
た
ち
に
格

差
が
生
ま
れ
な
い
よ
う
に
努

め
て
い
く
。

　
Ⅰ
Ｃ
Ｔ
化
が
事
務
の
増

加
を
招
い
て
い
る
可
能
性
は
。

　
　
大
き
な
事
務
の
増
加

は
な
い
。

　
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
す
る
一

方
で
、
紙
の
教
科
書
や
基
礎

的
な
反
復
学
習
の
重
要
性
を

ど
の
よ
う
に
指
導
す
る
か
。

　
　
全
て
に
お
い
て
Ｉ
Ｃ

Ｔ
が
勝
っ
て
い
る
の
で
は
な

く
、
紙
媒
体
の
学
習
も
一
定

の
効
果
が
あ
り
、
現
場
に
お

い
て
、
そ
の
使
い
分
け
が
重

要
だ
と
考
え
て
い
る
。

　
今
後
の
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク

ー
ル
構
想
の
改
善
に
向
け
、

国
や
県
に
対
し
て
提
言
や
要

望
を
行
う
考
え
は
。

　
　
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル

構
想
第
Ⅱ
期
を
見
据
え
た
端

末
の
整
備
・
更
新
に
お
け
る

国
の
制
度
に
対
す
る
基
準
の

緩
和
と
デ
ジ
タ
ル
教
科
書
の

導
入
に
お
け
る
財
政
的
支
援

を
要
望
し
て
い
る
。

文
部
科
学
省
が
実
施
し
た

令
和
６
年
度
の
「
全
国
学

力
・
学
習
状
況
調
査
の
経
年

変
化
分
析
調
査
」
に
よ
れ
ば
、

小
中
学
校
で
、
学
力
低
下
の

傾
向
が
顕
著
に
確
認
さ
れ
た
。

（
左
表
参
照
）

そ
の
要
因
と
し
て
、
学
習

時
間
の
減
少
や
デ
ジ
タ
ル
機

器
利
用
の
増
加
、
家
庭
環
境

の
格
差
と
も
関
連
し
て
い
る

と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

Ⅰ
Ｃ
Ｔ
の
活
用
は
不
可
欠

だ
が
、
同
時
に
そ
の
効
果
と

課
題
を
検
証
す
る
必
要
も
あ

る
と
考
え
る
。

　
本
町
の
小
中
学
生
に
お

け
る
全
国
学
力
テ
ス
ト
の
ス

コ
ア
の
経
年
変
化
は
、
全
国

的
な
傾
向
と
同
じ
か
。

　
　
　
経
年
変
化
に
つ
い

て
は
、
毎
回
同
じ
問
題
が
出

題
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、
判

断
が
難
し
い
。

　
ひ
と
り
一
台
タ
ブ
レ
ッ

ト
が
整
備
さ
れ
た
が
、
学
校

の
授
業
や
家
庭
学
習
で
の
活

用
状
況
は
。

　
　
学
校
で
は
、
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
検
索
、
デ
ジ
タ
ル

教
材
・
動
画
の
視
聴
に
よ
る

理
解
度
の
促
進
、
授
業
支
援

ソ
フ
ト
を
使
っ
た
意
見
の
共

有
、
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

に
よ
る
発
表
、
カ
メ
ラ
機
能

を
使
っ
た
観
察
記
録
、
体
育

授
業
に
お
け
る
フ
ォ
ー
ム
撮

影
に
よ
る
振
り
返
り
、
児
童

生
徒
そ
れ
ぞ
れ
の
習
得
度
に

合
わ
せ
た
ド
リ
ル
学
習
な
ど

が
挙
げ
ら
れ
る
。

家
庭
で
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
検
索
、
課
題
の
受
け
取

り
・
提
出
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
ツ
ー
ル
に
よ
る
連
絡

な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。

　
Ｉ
Ｃ
Ｔ
に
不
慣
れ
な
教

員
を
、
ど
う
把
握
し
、
ど
う

対
応
し
て
い
る
か
。

　
　
Ｉ
Ｃ
Ｔ
支
援
員
を
各

校
に
派
遣
し
、
提
案
や
助
言
、

ワ
ー
ク
シ
ー
ト
等
の
作
成
支

学力低下とGIGAスクール構想の検証を
格差が生まれないように努めていく

竹内　啓視 議員
（幸福実現党）

たけうち ひろ し

問

問問 答

答問

答

答

問答答

問問 答 学
力
低
下
と

タ
ブ
レ
ッ
ト
活
用
の
実
態

Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
の

設
計
と
課
題

今
後
の
教
育
政
策
の

改
善
に
向
け
て

全ての人々への包摂的かつ公正な質の高い教育を
提供し、生涯学習の機会を促進する

質の高い教育をみんなに

資料：文部科学省・国立教育政策研究所

全国平均スコアの推移（小学校）
520

500

480

460
H28 R3 R6

全国平均スコアの推移（中学校）

H28 R3 R6

520

500

480

460

国語 算数 国語 数学 英語
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農
業
委
員
会
は
、
農
地
の

売
買
・
貸
借
の
認
可
、
農
地

転
用
案
件
へ
の
意
見
具
申
、

担
い
手
へ
の
農
地
集
積
・
集

約
化
、
遊
休
農
地
の
発
生
防

止
・
解
消
、
新
規
参
入
の
促

進
な
ど
、
農
地
利
用
の
最
適

化
を
推
進
す
る
役
割
を
担
っ

て
い
る
。

　
現
在
の
年
間
活
動
内
容

は
。
　
　
農
地
の
権
利
移
動
の

許
可
な
ど
を
議
決
す
る
月
１

回
の
総
会
、
審
議
案
件
の
関

係
者
に
意
向
確
認
等
を
行
っ

て
い
る
。
新
規
就
農
者
等
に

は
、
面
談
・
指
導
等
を
随
時

行
っ
て
い
る
。
８
月
に
は
、

農
地
の
利
用
状
況
調
査
を
実

施
し
、
結
果
を
県
に
報
告
し

て
い
る
。

　
農
業
就
業
者
の
高
齢
化

に
よ
る
遊
休
農
地
の
担
い
手

確
保
の
重
要
性
が
、
叫
ば
れ

て
い
る
が
、
本
町
の
対
策
は
。

　
　
「
地
域
計
画
」
を
基

に
、
適
正
な
農
地
利
用
、
遊

休
農
地
対
策
を
進
め
て
い
る
。

　
本
町
の
農
産
物
の
今
後

の
ビ
ジ
ョ
ン
は
。

　
　
「
阿
久
比
町
６
次
産

業
化
推
進
戦
略
」
に
お
い
て
、

将
来
像
を
「
新
鮮
な
農
林
畜

産
物
を
安
定
し
て
提
供
す
る

魅
力
あ
る
農
業
の
実
現
を
目

指
す
と
と
も
に
、
ブ
ラ
ン
ド

化
や
地
産
地
消
を
進
め
る
な

ど
、
地
域
特
性
を
生
か
し
た

農
業
が
盛
ん
な
ま
ち
」
と
し

て
い
る
。

地域振興・地域創生政策は
効果的な振興施策に対し補助を検討する

地
方
自
治
の
根
幹
で
あ
る

「
住
民
福
祉
の
増
進
」
を
図

る
た
め
に
は
地
域
振
興
・
地

方
創
生
政
策
は
、
重
要
な
テ

ー
マ
で
あ
る
。
そ
の
関
連
施

策
を
実
現
す
る
た
め
の
、
関

係
補
助
団
体
「
阿
久
比
町
商

工
会
」
お
よ
び
「
阿
久
比
町

観
光
協
会
」
と
の
活
用
・
連

携
の
活
性
化
に
つ
い
て
伺
う
。

　
い
ず
れ
の
団
体
も
本
町

の
地
域
振
興
を
推
進
し
て
い

く
上
で
の
、
重
要
な
パ
ー
ト

ナ
ー
で
あ
る
が
、
連
携
の
状

況
は
。
　
　
町
と
商
工
会
、
町
と

観
光
協
会
は
、
地
域
経
済
の

発
展
と
地
域
社
会
の
活
性
化

と
い
う
共
通
の
目
標
を
持
ち
、

そ
の
実
現
に
向
け
、
連
携
し

て
い
る
と
考
え
て
い
る
。

　
商
工
会
の
町
補
助
金
が

知
多
地
域
８
商
工
会
で
は
、

ほ
と
ん
ど
会
費
収
入
を
上
回

る
現
状
の
中
で
、
本
町
で
は

会
費
収
入
の
80
％
と
い
う
ル

ー
ル
が
あ
る
が
、
町
と
の
連

携
事
業
に
対
し
財
源
が
不
足

し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。

　
　
効
果
的
な
商
工
振
興

施
策
が
推
進
で
き
る
よ
う
検

討
を
進
め
、
必
要
に
応
じ
て

補
助
金
の
あ
り
か
た
に
つ
い

て
検
討
し
て
い
き
た
い
。

　
今
後
の
地
域
振
興
を
具

体
的
に
ど
の
よ
う
に
連
携
し

て
い
く
の
か
。

　
　
地
域
振
興
に
関
す
る

取
組
み
を
、
ど
こ
が
主
体
と

な
り
、
ど
の
よ
う
な
連
携
方

法
が
、
よ
り
効
果
的
で
あ
る

か
見
極
め
、
内
容
に
応
じ
て
、

町
が
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
を
と

り
実
施
し
て
い
き
た
い
。

　
観
光
協
会
は
、
地
域
振

興
の
た
め
の
観
光
に
関
す
る

イ
ベ
ン
ト
等
、
ど
の
よ
う
な

活
動
を
し
て
い
る
か
。

　
　
昨
年
度
の
主
な
事
業

と
し
て
「
阿
久
比
魅
力
体
験

ツ
ア
ー
」
を
開
催
し
た
。

ま
た
、
複
数
の
「
ま
つ

り
」
に
実
行
委
員
と
し
て
参

加
し
て
、
町
内
外
の
催
事
に

お
い
て
本
町
の
観
光
Ｐ
Ｒ
等

を
行
っ
て
い
る
。

　
観
光
協
会
は
商
工
会
同

様
、
財
源
不
足
が
活
動
を
制

限
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
る

が
、
財
源
論
も
含
め
、
今
後
、

町
と
の
連
携
を
ど
う
考
え
る

か
。
　
　
町
と
観
光
協
会
が
互

い
に
同
じ
ビ
ジ
ョ
ン
を
持
ち
、

そ
の
実
現
に
向
け
検
討
し
、

効
果
的
な
取
組
み
に
対
し
て

は
、
財
政
支
援
の
必
要
性
も

精
査
し
展
開
し
て
い
き
た
い
。

新美三喜雄 議員
（新済会）

にい み み き お

農
業
委
員
会
の
役
割
は

地
域
計
画
に
基
づ
き

　
遊
休
農
地
対
策
を
進
め
る

包摂的かつ持続可能な経済成長及びすべての人々の安全かつ
生産的な雇用と働きがいのある人間らしいこ雇用を促進する

働きがいも経済成長も
飢餓を終わらせ、食糧安全保障及び栄養改善を実現
し、持続可能な農業を推進する

飢餓をゼロに

問 問

問問

問問

問答

答

問答

答

答

答

答答

商工会主催 イルミネーション イン あぐい商工会主催 イルミネーション イン あぐい
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健
診
で
要
フ
ォ
ロ
ー
と

さ
れ
た
家
庭
へ
の
、
入
学
後

の
支
援
方
法
や
進
路
相
談
等

の
機
会
は
。

　
　
学
校
・
園
と
も
に
、

保
護
者
に
対
し
て
必
要
な
情

報
を
提
供
し
、
本
人
・
保
護

者
が
就
学
先
の
決
定
に
向
け

て
十
分
な
時
間
を
か
け
ら
れ

る
よ
う
努
め
て
い
る
。

特
別
支
援
教
育
指
導
員
の

巡
回
指
導
や
教
育
相
談
で
、

学
校
、
園
の
特
別
支
援
教
育

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
連
携

し
て
、
各
担
任
が
本
人
・
保

護
者
と
の
教
育
相
談
等
が
十

分
に
行
え
る
よ
う
環
境
を
整

え
て
い
る
。

　
現
在
の
学
校
支
援
員
の

配
置
人
数
及
び
人
件
費
と
、

ひ
と
り
増
員
す
る
の
に
必
要

と
な
る
経
費
は
。

　
　
現
在
は
29
人
を
配
置
、

人
件
費
は
、
令
和
７
年
度
当

初
予
算
ベ
ー
ス
で
５
８
６
８

万
７
１
２
９
円
。
ひ
と
り
増

員
す
る
た
め
の
人
件
費
は
お

お
よ
そ
２
２
０
万
円
。

　
支
援
級
の
体
制
が
不
十

分
な
場
合
、
特
別
支
援
学
校

へ
の
優
先
的
な
斡
旋
な
ど
、

教
育
を
受
け
る
権
利
を
保
障

す
る
た
め
の
方
策
は
。　

　
　
就
学
先
は
、
本
人
・

保
護
者
の
教
育
的
ニ
ー
ズ
と

必
要
な
支
援
に
つ
い
て
合
意

形
成
し
て
進
め
て
い
る
。

「
学
び
の
場
」
の
変
更
は
、

本
人
・
保
護
者
と
十
分
に
相

談
・
検
討
し
、
県
立
特
別
支

援
学
校
と
の
教
育
相
談
を
通

じ
て
総
合
的
な
判
断
と
し
て

変
更
す
る
こ
と
は
考
え
ら
れ

る
。

　
令
和
８
年
度
か
ら
の
５

歳
児
健
診
実
施
に
つ
い
て
、

本
町
の
見
解
は
。　

　
　
関
係
機
関
と
の
調
整

や
予
算
措
置
が
伴
う
が
、
令

和
８
年
４
月
か
ら
の
実
施
を

目
指
し
て
事
務
を
進
め
て
い

る
。

就
学
前
に
、
子
ど
も
の
発

達
や
特
性
に
不
安
を
抱
え
る

家
庭
は
少
な
く
な
い
。
保
護

者
、
子
ど
も
双
方
を
早
期
に

支
援
へ
と
つ
な
げ
る
の
に

「
５
歳
児
の
健
康
診
査
（
以

下
、
５
歳
児
健
診
と
い
う
）」

は
有
効
な
施
策
と
い
え
る
。

一
方
で
、
実
施
す
る
場
合

に
は
、
関
係
機
関
と
の
連
携

や
支
援
の
継
続
性
な
ど
、
さ

ま
ざ
ま
な
課
題
が
想
定
さ
れ

る
。
特
に
、
健
診
の
実
施
の

み
で
は
保
護
者
が
か
え
っ
て

子
育
て
に
不
安
を
抱
く
場
合

も
あ
り
、
そ
の
後
の
フ
ォ
ロ

ー
ア
ッ
プ
体
制
こ
そ
が
重
要

と
考
え
る
。

　
５
歳
児
健
診
を
行
う
こ

と
の
メ
リ
ッ
ト
は
。

　
　
５
歳
は
、
幼
児
の
言

語
の
理
解
能
力
や
社
会
性
が

高
ま
り
、
発
達
障
が
い
が
認

知
さ
れ
る
時
期
。
こ
の
大
切

な
時
期
に
、
子
ど
も
の
特
性

を
早
期
に
発
見
し
、
適
切
な

支
援
を
行
い
、
生
活
習
慣
、

そ
の
他
育
児
に
関
す
る
指
導

が
行
え
、
幼
児
の
健
康
保

持
・
増
進
を
図
る
こ
と
が
で

き
る
点
。

　
対
象
と
な
る
子
ど
も
の

数
は
。
　
　

令
和
８
年
度
２
１
３
人

令
和
９
年
度
２
０
３
人

令
和
10
年
度
１
７
６
人

（
令
和
７
年
４
月
１
日
時
点

の
人
口
基
準
）

　
実
施
方
法
は
。

　
　
全
て
の
５
歳
児
を
対

象
と
し
、
保
健
セ
ン
タ
ー
で

行
う
集
団
方
式
で
の
実
施
を

考
え
て
い
る
。

　
専
門
職
に
よ
る
診
察
体

制
の
確
保
は
。

　
　
医
師
・
保
健
師
・
看

護
師
・
臨
床
心
理
士
・
保
育

士
・
言
語
聴
覚
士
な
ど
の
専

門
職
を
考
え
て
い
る
。

　
健
診
に
よ
り
、
支
援
級

に
入
級
す
る
児
童
は
増
え
る

と
予
測
さ
れ
る
か
。

　
　
一
概
に
増
え
る
と
は

考
え
て
い
な
い
。
入
学
前
か

ら
の
早
期
支
援
に
つ
な
げ
ら

れ
る
子
ど
も
の
数
は
増
え
る

と
考
え
て
い
る
。

５歳児健診を生かし切れ目ない支援を
令和８年４月からの実施を目指す

新美加寿奈 議員
（JCPあぐい）

にい み か ず な

問問 問

問問

答

答

答問 問

答答 問答答

答

問答

5歳児健診
ポータルサイト

14
あらゆる年齢のすべての人々のけんこうてきな生活
を確保し、福祉を促進する

すべての人に健康と福祉を
全ての人々への包摂的かつ公正な質の高い教育を
提供し、生涯学習の機会を促進する

質の高い教育をみんなに
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みんなのひとこと

体育館のエアコン、使用できるのは誰？

　
阿
久
比
中
学
校
体
育
館
に
新

設
さ
れ
た
空
調
設
備
は
、
使
用

料
が
未
定
で
、
こ
の
夏
は
授
業

や
部
活
動
な
ど
学
校
教
育
課
程

で
の
使
用
に
限
ら
れ
て
い
た
。

12
月
の
定
例
会
で
条
例
が
改
正

さ
れ
、
登
録
団
体
が
使
用
料
を

支
払
え
ば
空
調
を
使
用
で
き
る

よ
う
に
な
っ
た
。
地
域
の
ス

ポ
ー
ツ
振
興
や
、
住
民
の
健
康

増
進
に
つ
な
が
る
大
き
な
一
歩

と
な
り
そ
う
だ
。

　
中
学
生
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
ク
ラ

ブ
チ
ー
ム
「
ラ
ブ
リ
ー
ズ
」（
ア

ク
テ
ィ
ブ
あ
ぐ
い
登
録
団
体
）

の
代
表
・
竹
内
健
さ
ん
に
話
を

聞
い
た
。

◉
空
調
は
１
時
間
１
０
０
０
円

　
命
に
は
か
え
ら
れ
ま
せ
ん
。

こ
の
夏
も
休
憩
を
増
や
し
、
水

分
を
い
つ
で
も
自
由
に
と
っ
て

も
ら
っ
て
、
そ
れ
で
も
倒
れ
た

り
気
分
が
悪
く
な
っ
た
り
と
い

う
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。
エ
ア

コ
ン
は
必
須
の
時
代
だ
と
思
い

ま
す
。

◉
社
会
教
育
課
に
申
請
・
登
録

し
て
い
る
団
体
が
使
用
可
能

　
誰
が
使
え
る
の
か
、
よ
く
わ

か
っ
て
い
な
い
住
民
も
多
か
っ

た
。
線
引
き
が
き
っ
ち
り
で
き

て
よ
か
っ
た
で
す
。

アザレアホールと武徳館にも空調新設

　
中
学
校
で
は
、
体
育
館
に
続
き

ア
ザ
レ
ア
ホ
ー
ル
と
武
徳
館
に
も

空
調
が
導
入
さ
れ
る
方
針
が
固
ま

り
、
12
月
の
定
例
会
で
は
工
事
業

者
と
の
契
約
が
可
決
さ
れ
た
。
整

備
後
は
、
こ
の
２
施
設
も
学
校
開

放
の
時
間
帯
に
有
料
で
利
用
す
る

こ
と
が
で
き
る
。

　
今
回
は
、
日
頃
ア
ザ
レ
ア
ホ
ー

ル
で
部
活
動
を
行
っ
て
い
る
卓
球

部
と
、
武
徳
館
を
利
用
し
て
い
る

剣
道
部
の
各
部
長
か
ら
率
直
な
思

い
を
聞
い
た
。

◉
ア
ザ
レ
ア
ホ
ー
ル

　

と
て
も
嬉
し
い
！
夏
場
は
、
休

憩
を
多
く
と
っ
て
も
体
力
が
持
た

な
か
っ
た
。
こ
れ
か
ら
は
集
中
し

て
練
習
で
き
そ
う
で
す
。

（
山
本 

泰
誠
さ
ん
）

　

暑
い
時
期
は
汗
が
す
ご
く
て
気

分
も
下
が
り
、
プ
レ
ー
に
影
響
が

出
る
こ
と
も
あ
っ
た
。
今
後
は
、

も
っ
と
部
活
動
に
参
加
し
や
す
く

な
る
と
思
い
ま
す
。

 

（
古
賀 

優
芽
さ
ん
）

◉
武
徳
館

　

夏
場
は
、
剣
道
の
防
具
で
は
全

く
練
習
で
き
な
い
暑
さ
で
し
た
。

体
調
が
悪
く
な
っ
た
り
、
他
の
教

室
に
涼
み
に
行
っ
た
り
し
て
い
ま

し
た
。
空
調
が
つ
く
の
は
、
い
い

こ
と
し
か
な
い
で
す
！

（
宇
佐
美 

潤
弥
さ
ん
）

剣道部部長
宇佐美 潤弥 さん
う さ み じゅんや

こ が ゆ め
女子卓球部部長　古賀 優芽 さん（左）

男子卓球部部長　山本 泰誠 さん（右）
やまもと たいせい

本町在住または在勤の方10名以上で構成される
団体が登録し使用できる

中学生バレーボールチーム「ラブリーズ」
代表 竹内　健 さん

たけうち たけし
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　白沢ホタルの会は、かつて白沢地区でホタル
を養殖し、毎年6月に観賞会を行なっていました。
しかし、2016年頃からホタルの数が減少したた
め、東浦町の竹灯籠の会に学び、2018年からは
「ホタルと竹灯籠の観賞会」として開催してき
ました。
　その美しさが新聞やSNSで話題となり、多く
の来場者が訪れるようになりましたが、2023年
には渋滞が発生するほどになりました。
　現在は町の協力を得てスポーツ村で「灯籠ま
つり」として実施し、多くの方に楽しんでいた
だきました。一方で、会員の高齢化と後継者不
足が課題となっています。

白沢ホタルの会

  坂 部 三 郎 さん

町 民 の 声町 民 の 声
ホタルから灯籠まつりへ
～地域を彩る歩みと課題～

灯籠に作者の想いを込める

　私たち「草木竹あかり」は、阿久比育ちの竹
を使った竹灯籠づくりを始めて、まもなく2年を
迎えます。
　地域を盛り上げたいという想いから始まった
活動は、町内のさまざまなイベントへと広がり、
多くの素晴らしい出会いに恵まれました。阿久
比町への深い愛情をもって活動されている方々
の存在を知り、いつも見慣れていた“あぐいの風
景”が、実はとても美しい物であることに気づか
されました。
　これから先、竹灯籠の温かな灯りが町の風景
のひとつとして受け継がれ、集う方々の心を
ほっと癒す存在になることを願っています。

草木竹あかり

  川 畑 　 礼 さん

阿久比の竹に灯す想い
～竹あかりの歩みと願い～

表紙の星型竹灯籠の製作

次回の議会だよりは令和8年5月1日発行です

編　集　後　記
　今回から編集会議を2回増やしました。一見、仕事
が増えたようですがトータルでは、仕事量が減り、良
い議会だよりができたと自画自賛しています。
　これからも皆さんに読みやすく親しみを持ってもら
える議会だよりをつくっていきます。

（廣瀬　　実）

● 委 員 長／鈴村　算久
● 副委員長／廣瀬　　実
● 委　　員／竹内　啓視
● 委　　員／都築　清子
● 委　　員／新美加寿奈
● 委　　員／山本　恭久

議会だより編集特別委員会

さか べ さぶ ろう

かわ ばた あや
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あ
ぐ
い
議
会
だ
よ
り

発
行
／
阿
久
比
町
議
会  

編
集
／
議
会
だ
よ
り
編
集
特
別
委
員
会　
〒
４
７
０
｜

２
２
９
２　
愛
知
県
知
多
郡
阿
久
比
町
大
字
卯
坂
字
殿
越
50　
電
話
０
５
６
９
｜

４
８
｜

１
１
１
１


